「大阪デジタルインフラ整備計画策定業務」の事業者選定の結果について
令和８年５月12日（火曜日）

大阪府では、「大阪デジタルインフラ整備計画策定業務」について、公募型プロポーザル方式により提案募集を行った結果、下記のとおり最優秀提案事業者(契約交渉の相手方)を選定しましたのでお知らせします。

記

１　業務名

　　　大阪デジタルインフラ整備計画策定業務
２　最優秀提案事業者（契約候補者）
合同会社デロイト トーマツ
評価点　２４４点（３００点満点）　　※評価点は、委員３名の採点合計により決定
うち価格点１５点（１５点満点）、
提案金額３６，０００，０００円（消費税及び地方消費税含む）
３　選定結果の概要
（１）提案事業者　５団体（申込順）
１　パシフィックコンサルタンツ株式会社　大阪本社
　２　株式会社野村総合研究所
　３　株式会社三菱総合研究所　関西オフィス
　４　ＰｗＣ共同事業体
　５　合同会社デロイト トーマツ
（２）提案事業者　５団体（得点順）

・評価点　２４４点（うち価格点１５点、提案金額３６，０００，０００円）
・評価点　２２５．７点（うち価格点１４．７点、提案金額３６，４５６，６４０円）

・評価点　２１５点（うち価格点１５点、提案金額３６，３００，０００円）
・評価点　１８５．７点（うち価格点１４．７点、提案金額３６，５２０，０００円）

・評価点　１４８．７点（うち価格点１４．７点、提案金額３６，５２０，０００円）
（３）最優秀提案事業者の選定理由

　最優秀提案事業者の提案は、国と大阪府市の政策方針を理解し、具体的な都市展開まで提案されており、合意形成のスピードアップと公平性の視点も評価できる。
（４） 選定委員会委員（敬称略）
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